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第 １ ９ ９ 回 組 合 会 会 議 録 

 

１．開催日時   令和６年６月２１日(金) 午後１時３０分 

大洗鷗松亭のリニューアルオープンセレモニーとして記念撮影、館 

内案内等の後、午後２時５２分より通常審議を開始しました。 

２．開催場所   東茨城郡大洗町磯浜町８１７９－５ 

大洗鷗松亭 会議室「松風」 

３．日  程    「第１９９回組合会議案」次第のとおり 

４．議  題 

（１）議案第１号 令和５年度本組合の決算(案)について 

（２）報告第１号 預託金の運用状況について 

（３）そ の 他 

５．出席議員の氏名 

 （長側議員：５名） 

 ３．沼 田 和 利   ５．鈴 木 定 幸   ６．先 﨑   光 

 ７．木 村 敏 文   ９．野 澤 良 治 

 (職員側議員：７名) 

  １１．鈴 木 智 子  １２．木 内 修 平  １３．外之内 信 浩 

１５．古 渡 秀 和  １６．江 川 隆 浩  １８．作 田 友 貴 

１９．廣 江 良 之   

６．地方公務員等共済組合法施行令第１３条及び本組合定款第２１条の規定に基づき、

本会議に出席したものとみなされる議員及び代理人の氏名 

（委任した議員）      （委任を受けた議員） 

１．萩 原   勇      ７．木 村 敏 文 

２．宮 田 達 夫      ７．木 村 敏 文 

４．大 谷   明      ７．木 村 敏 文 

８．上遠野   修      ７．木 村 敏 文 

 １０．野 村   勇      ７．木 村 敏 文 

 １４．窪 田 慎 一     １２．木 内 修 平 
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 １７. 圓城寺 和 則     １２．木 内 修 平 

２０．香 取 雄 介     １２．木 内 修 平 

 

７．会  議 

(１) 開 会 

矢野総務課長 それでは、ただいまより第１９９回組合会、議案審議を始めさせ

ていただきます。 

開会にあたりまして、木村理事長より、ごあいさつをお願いしま

す。 

（時に、午後２時５２分） 

 

(２) 理事長あいさつ 

木村理事長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は、第１９９回組合会を招集いたしましたところ、何かとお

忙しい中、皆様には万障お繰り合わせのうえ、ご出席をいただきま

したこと厚く御礼申し上げます。 

先程、皆様にはリニューアルされた客室や食事処をご覧いただい

たところですが、いかがだったでしょうか。 

会議終了後の意見交換会では、オープン後に提供される食事を召

し上がっていただき、実際に宿泊をしていただく予定となっており

ますので、是非おくつろぎいただきたいと思います。 

さて、本題となります本日の組合会は、お手元にお配りいたして

おります議案のとおり、議案として「令和５年度 本組合の決算

(案)について」、報告として「預託金の運用状況について」となっ

ております。 

本日ご審議いただく本組合の令和５年度の決算について収支結果

を申し上げますと、共済組合の経理は、全部で１３経理ございます

が、５経理が黒字、６経理がプラスマイナスゼロ、２経理が赤字と

なりました。 

医療給付と介護保険を扱う短期経理においては、昨年１０月の地

方公務員等共済組合法の適用拡大による短期組合員の加入により、

医療給付の支出が増え、約２億円の赤字となったところでございま

す。 

この損失金は、剰余金を取り崩して補てんいたしましたが、それ

でもなお約１１億２千万円の短期積立金を保有してございます。 

また、大洗鷗松亭を運営する宿泊経理におきましては、昨年１０

月からの大規模修繕工事に伴う休館により、半年間の営業でした

が、約１億４，０００万円の赤字となっております。リニューアル

オープン後に期待をしたいところでございます。 

これらの決算の内容につきましては、先に開催いたしました「役

員会」において、ご検討を賜ったところであります。 

皆様におかれましては、どうか十分、ご審議をいただき、適切なる
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矢野総務課長 

 

 

議 長 

ご決定を賜りますよう、お願い申し上げまして、簡単ではございます

が、開会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。本日の組合会の議長につきましては、地

方公務員等共済組合法第９条第８項の規定により、理事長が務めるこ

ととされておりますので、木村理事長よろしくお願いします。 

それでは、ご協力を賜りまして議長を務めさせていただきます。 

次第に従いまして、順次進めてまいります。 

 

（３）出席・欠席議員の報告 

議 長 はじめに、「出席・欠席議員の報告」ですが、長側議員は、定数１

０名中、出席が５名、委任状を提出したことにより、出席とみなされ

る者５名の計１０名、職員側議員は、定数１０名中、出席が７名、委

任状を提出したことにより、出席とみなされる者３名の計１０名でご

ざいます。 

それぞれ定足数に達しておりますので、第１９９回組合会は成立い

たしますことを、ご報告申し上げます。 

なお、本日は、小谷学識経験者監事さんに、ご出席いただいており

ますので、ご報告いたします。 

 

（４）議案説明員の報告及び会議書記の指名 

議 長 次に、「議案説明員の報告及び会議書記の指名」ですが、議案説明

員として、太田事務局長ほか５名、会議書記に佐藤課長補佐を指名い

たします。 

 

（５）会議録署名議員の選任 

議 長 次に、「会議録署名議員の選任」ですが、選任の方法は、組合会会

議規則第１８条により議長が指名することとされております。 

長側議員につきましては、議席番号６番 先﨑議員、職員側議員に

つきましては、議席番号１３番 外之内議員、ご両人を、会議録署名

議員に指名させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

（６）会  議 

議 長 

 

 

 

 

太田事務局長 

 

 

それでは、議事に入ります。 

議案第１号「令和５年度本組合の決算（案）について」、事務局の

説明を求めます。 

なお、内容が多量となっておりますので、要点をとらえて説明する

ようお願いします。  

事務局長の太田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

第１９９回組合会議案の１ページでございます。 

（１）議案第１号「令和５年度本組合の決算(案)について」でござ
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います。 

本組合の令和５年度決算（案）について、本年５月２４日に監事に

よる監査を経たので、その意見を附し、組合会の議決を求めるもので

ございます。本日提出、理事長名でございます。 

なお、決算書の内容が多量でありますことから、ページを返してい

ただきまして、次の３ページからの「令和５年度決算の概要（ダイジ

ェスト版）」により説明申し上げます。 

ローマ数字の１から５まで、項番を分けてございまして、うち経理

といたしましては短期経理から下段の経過的長期預託金管理経理まで

の１３経理となってございます。ダイジェスト版においては、説明の

便宜上、決算書の経理順とは異なっておりまして、また、金額につき

ましても万円単位としてございますのでご了承ください。 

では、ページを返していただきまして４ページ、１の総括でござい

ます。１、地方公共団体数、組合員数、被扶養者数でございます。 

（１）地方公共団体数は、令和５年度決算数値といたしまして、市

町村、一部事務組合等を合わせまして「８０」となってございます。 

（２）の組合員数は、３６，４４３人でございます。その内訳でご

ざいますが、①現職組合員が３５，９６４人、うち９，９０２人が短

期組合員でございます。②任意継続組合員、こちらは退職後２年間組

合員資格を継続することで短期給付と福祉事業の一部を利用すること

ができる組合員でありまして４７９人でございます。なお、４７９人

のうち、ほぼ半数の２３５人は、退職された元短期組合員が初めて任

意継続組合員となったところです。令和４年度と比べますと、①現職

組合員が４７０人の増、②任意継続組合員は１１８人の増となってご

ざいます。 

（３）の被扶養者数は２３，４２５人でございます。その内訳でご

ざいますが、①現職組合員の被扶養者が２３，１７６人、②任意継続

組合員が２４９人でございます。令和４年度と比べ①現職組合員で４

３７人の減、②任意継続組合員で５８人の増となってございます。 

２の標準報酬の月額、平均標準報酬の月額、標準期末手当等の額で

ございます。お示しした金額は、年金に関する長期と医療保険等に関

する短期に区分される額のうち、短期にかかる金額でございます。 

（１）標準報酬の月額でございます。①現職組合員が１１５億１，

４１９万円、②任意継続組合員は１億２，８９０万円となりました。

①現職組合員ですが、令和４年度に比べ組合数の増加とベースアップ

などから、標準報酬で約１億９千万円の増額となっております。 

（２）の平均標準報酬でございます。１人当たりの月額では、①現

職組合員は３２万１９５円で令和４年度比べ１，１４６円の増となっ

ております。②任意継続組合員でございますが２６万９，１０６円と

なり、約６万９千円の減となっております。給与月額の低い短期組合

員の退職者が任意継続組合員になった影響によりものでございます。 

（３）の標準期末手当等の額、これは年度累計額となりまして令和

５年度は４２８億９，８３２万円、令和４年度に比べ約４４億２千万

円の増となってございます。組合員数の増加と期末勤勉手当の支給率
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がアップしたためでございます。以上が総括に係る決算数値でござい

ます。 

続きまして２の短期給付事業関係としまして１の短期経理でござい

ます。この経理では、組合員やその被扶養者の医療費等の支払いや高

齢者医療制度への納付金等の支払いのほか、４０歳以上６５歳未満の

組合員にかかる介護保険料の収納を行ってございます。 

令和５年度においては（１）の表にありますとおり、一般組合員等

は掛金率４９.４０‰、負担金率同率の計９８.８０‰で運営いたしま

した。 

次のページでございます。（２）、こちらは介護保険にかかる表で

ございまして、掛金率８.７５‰、負担金率同率の計１７.５０‰で運

営いたしました。 

（３）では、調整負担金率０．１０‰、公的負担金率０．０８‰で

ございまして、これらについては、全国市町村職員共済組合連合会が

行う財政調整事業や育児介護休業手当金の財源として納付するための

率でございます。 

（４）の収入でございます。まず①の短期にかかる部分でございま

す。２００億２４５万円で、令和４年度に比べ約３７億５千万円の増

となりました。内訳でございますが、地方公共団体の負担となります

短期・公的・調整負担金が８７億９，４３７万円、組合員や任意継続

組合員の負担となります短期・任意継続掛金が８９億２，７１７万

円、連合会交付金約９億８,８６４万円、その他が約１千万円、補助

金が約２千万円、前年度繰越支払準備金の１２億５，９５３万円とな

ってございます。②の介護にかかる収入でございます。２０億２，０

１４万円で、令和４年度と比べ約１億３千万円の増となりました。内

訳でございますが、地方公共団体負担の介護負担金が９億９，９９５

万円、組合員の介護掛金・介護任意継続掛金が１０億１，９２８万

円、その他が９０万円でございます。 

（５）の支出でございます。①短期にかかる支出は、２０２億２，

０１６万円で、令和４年度と比べ約３８億７千万円の増でございま

す。令和４年度は短期組合員が６カ月の加入に対し、令和５年度は１

年間の加入になったため、支出額が増額となったところでございま

す。内訳でございますが、主な支出として、医療費などの支払いとな

ります保健給付が９１億７，７２９万円で約１８億７千万円の支出増

となっており、次の、育児休業手当金など休業給付が９億９，４９５

万円となっております。また、真ん中にございます、高齢者拠出金等

も大きな割合を占めておりまして６９億３，７６９万円で約１２億３

千万円の支出の増となっております。そのほか連合会払込金と拠出金

合わせて約１２億６千万円、次年度繰越支払準備金が１５億８，６３

６万円となってございます。ページを返していただきまして②介護に

かかる支出でございます。１９億８，４４２万円で、令和４年度と比

べ約９千９百万円の支出増となっております。支出のほとんどは介護

納付金でございます。 

（６）の収支でございます。短期にかかる部分につきましては２億
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１，７７０万円の損金が生じました。当初予算では、約２億９千万円

の損金を見込んでおりましたので、ほぼ予算どおりの決算となったと

ころでございます。一方の介護にかかる部分では、３，５７１万円の

利益金が生じたところでございます。 

（７）支払準備金・欠損金補てん積立金の状況でございます。いず

れも法定額が定められておりまして、支払準備金は、当該事業年度に

おける短期給付請求額総額の１２分の２となります。また、欠損金補

てん積立金は、当該事業年度以前３事業年度の短期給付平均請求額の

１００分の１０を積立てする必要がございます。当組合におきまして

は、その下にございますとおり支払準備金１５億８，６３６万円、欠

損金補てん積立金７億８，３３４万円、ともに満額を積立て済みでご

ざいます。 

（８）は利益剰余金の処分でございます。①短期にかかる部分につ

きましては、積立金より当期短期損失金となりました２億１，７７０

万円を取り崩して補てんし、また、給付金の増による欠損金補てん積

立金１億１，５０６万円を差し引いて積み増しして、短期積立金１１

億２，４００万円となりました。②介護にかかる部分につきまして

は、当期介護利益金となりました３，５７１万円から、前年度からの

繰越欠損金１，４２７万円を差し引いて補てんし、その残額は翌年度

に繰り越す介護積立金は２,１４４万円となります。以上が短期経理

でございます。 

続きまして３の長期給付事業関係、２としまして厚生年金保険経理

でございます。この経理では、厚生年金の組合員保険料と地方公共団

体の負担金を収入して全国連合会に納付をしてございます。 

次ページに移りまして（１）組合員保険料と負担金の率でございま

す。いずれも９１．５０‰、合計で１８３‰となりまして、平成３０

年から民間の被用者と同率となってございます。 

（２）基礎年金にかかる公的負担率は４０.９‰、（３）昭和３７

年以前の給付にかかる追加費用率が１１．０‰となっております。 

（４）の収入は、３５２億７，４９１万円でございます。内訳でご

ざいますが、負担金が２１１億１，３７９万円、組合員の保険料が１

４１億６，１１２万円でございます。なお、全額納付のため（５）の

支出も同額、（６）収支差し引きはございません。以上が厚生年金保

険経理でございます。 

３の退職等年金経理でございます。平成２７年１０月の被用者年金

一元化により公務員独自の３階部分、旧職域部分が廃止されまして、

代わりに新設された給付が退職等年金給付でございます。この給付費

用を賄う原資を組合員、地方公共団体から収入しまして、厚生年金と

同様に全国連合会に納付してございます。 

（１）掛金、負担金とも同率の７．５‰とされておりまして、合計

１５‰となります。 

（２）収入は２３億２，４７６万円でございます。内訳でございま

すが、負担金が１１億６，２３８万円、掛金が１１億６，２３７万円

でございます。 
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（３）のとおり全額、全国連合会に納付いたしまして（４）の収支

差し引きはございません。以上が退職等年金経理でございます。 

ページを返していただきまして８ページ、４の経過的長期経理でご

ざいます。被用者年金一元化前の平成２７年９月までに決定した公務

上障害年金等に要する費用を賄うため、地方公共団体の負担金を収入

して全国連合会に納付してございます。 

（１）負担金率は０．０９９‰でございまして、この経理では

（２）にありますとおり追加費用の１．１‰も併せて収入しておりま

す。（３）の収入は全額負担金で１億４，６３１万円となりまして、 

（４）の支出も同額、（５）の収支差し引きはございません。以上が

経過的長期経理でございます。 

続きまして４の福祉事業でございます。５の保健経理、この経理は

組合員と被扶養者の健康づくりや保養リフレッシュに関する各種事業

を行っています。 

（１）の掛金・負担金率はいずれも２．１‰の合計４．２‰で運営

いたしました。 

（２）収入は７億５，２４７万円でございます。令和４年度と比べ

約６千６百万円の増でございます。収入の内訳でございますが、その

ほとんどが負担金、掛金でございます。 

（３）の支出は７億５９０万円、令和４年度と比べ約８５０万円の

減でございます。そのうち下にございますとおり２番目の厚生費が５

億３,６３７万円と支出のほとんどを占めております。 

次のページでございます。（４）には収支がございまして、４,６

５６万円の利益金が生じました。 

その下、（５）には先ほど申し上げました厚生費の内訳を記載して

ございます。①の保健事業といたしまして、アの健康づくり支援関係

が４億４，２１７万円、厚生費の約８２％を占めております。このほ

か一つ飛ばしまして、ウの保養関係、こちらは大洗鷗松亭の宿泊利用

助成のほか株式会社リロクラブに委託実施しておりますアウトソーシ

ング事業費でありまして、７，８９３万円となりました。ここに記載

はございませんが、大洗鷗松亭の利用助成につきまして１０月から休

館となりましたので、令和５年度は３，９０４人が利用され、助成金

額も２，７１０万円となり、令和４年度と比べ約４，２００万円の支

出が減額となりました。そのほか、講習会関係と表彰関係がございま

す。②は特定健診・特定保健指導にかかる内訳でございまして、特定

健診が１，９５７万円、特定保健指導が２，４６３万円となりまし

た。特定健診と保健指導については、その受診率が高齢者拠出金等の

加減算、いわゆる保険者インセンティブに影響を与えます。このた

め、当組合ではデータヘルス計画を策定しまして、各所属所と協力

し、組合員や被扶養者に対する効果的な保健指導を行えるよう努めて

いるところでございます。参考までに、データヘルス計画は当組合ホ

ームページで公開してございますので、後ほどご参照いただきたく存

じます。また、令和６年度より、第３期データヘルス計画となりまし

たこと申し添えます。 
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続きまして（６）利益剰余金の処分でございます。当期利益金４，

６５６万円については、一部改良積立金へ積立を行い、残りを積立金

に積み増しした結果、積立金は８億９，０８２万円となり改良積立

金、これは大洗鷗松亭の修繕・改修費用の積立てになりますが、４億

８，８２０万円となったところでございます。以上が保健経理でござ

います。 

続きまして６の宿泊経理、当組合保養所｢大洗鷗松亭｣の運営を行う

ための経理でございます。 

（１）の収入は、２億４，４５７万円で、令和４年度と比べ約２億

２千９百万円の減収でございます。１０月から休館に入り、通常の半

分の営業となったためでございます。内訳でございますが、施設収入

が１億６，０８７万円、商品売上が５１０万円、賃貸料が１２０万

円、その他１，３３９万円でございます。なお、その他でございます

が、休館中に一部の職員を他の施設へ出向させておりました。なお、

出向先からは人件費の一部を負担していただいておりましたので、そ

の人費相当額として約６４０万円を雑収入として計上しております。

そのほか減価償却費相当額として保健経理、貯金経理から合わせて

６,４００万円を繰入れしたところでございます。 

（２）の支出は、３億８，３１９万円で令和４年度と比べ約 1 億２

千３百万円の減でございます。内訳でございますが、職員給与１，２

６０万円、商品仕入から飲食材料費については半年分の原価等でござ

います。賃金については１億４，６１５万円で、職員及び臨時職員に

おいて賃金補償をしていましたので、半減とはなっておりません。光

熱水料から負担金、ページを返していただきまして、減価償却費とそ

の他と支出がございます。休館に伴い令和４年度と比べ大きく減額と

なった支出でございますが、変動費の材料費などですと、商品仕入で

約５７０万円の減、事業用消耗品費で約９４０万円、飲食材料費で約

４千８百万円、光熱水料で約２千２百万円、固定費の人件費ですと、

賃金で約２千１百万円が減額となったところでございます。 

（３）収支の結果、１億３，８６１万円の損金となりました。 

（４）には大洗鷗松亭の利用状況をお示ししてございます。令和５

年度の宿泊者数は９,５８６人となりまして令和４年度と比べ、約１

万 1千人も減少しました。宿泊利用率も４８.０５％、客室稼働率につ

きましても５９.１０％と例年４月から６月はゴールデンウィークを

除いては、利用率が低いため宿泊利用率も５０%を割り込んでしまっ

たところです。 

（５）は利益剰余金の処分でございます。当期損失金は先ほどの収

支損金の、１億３，８６１万円となりましたので積立金より取り崩し

て補てんして、改良積立金の積み増しは行わず、欠損金補てん積立金

を満額積立てしまして、積立金の残は３０億８，０６３万円となりま

した。以上が宿泊経理でございます。 

続いて７の貯金経理。この経理では組合員の皆さんからお預かりし

た貯金を有価証券等で運用しまして、有利な利率で還元してございま

す。 
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（１）収入につきましては有価証券等の利息及び配当金となりまし

て、令和５年度は２４億２２６万円となりました。令和４年度比で約

１億５千万円の増となってございます。 

一方、（２）の支出は２１億２２６万円、そのうち組合員の皆さん

に還元した支払利息が２０億２，２６７万円となり、令和４年度比で

約１億３千万円の増となってございます。 

収支の結果、（３）のとおり２億９，９９９万円の益金が生じたと

ころでございます。 

（４）資産の運用利回りは令和５年度の平均で１．５０％となり、

令和４年度と比べ若干の上昇いたしました。これは、令和５年度にお

いて、債券の満期が少なったことと、臨時積立による、余裕資金で債

券購入する際に、金利が上昇したため、平均利回りよりも高利回りの

１．８％程度の債券が購入できたことによるものです。今後の貯金経

理でございますが、当組合が保有しております有価証券につきまして

は、過去に購入した高利回りの債券がこれから順次、満期償還を迎え

ることになります。ご案内のとおり、令和６年３月に日銀によるマイ

ナス金利政策の解除を受けて、少しは金利上昇しましたが、景気後退

の懸念等により、今後もしばらくは、大幅な金利引上げとはならない

状況が続くと伺っているところでございます。このため、満期償還と

なる債券の再運用や積立金の増額によるなどの運用が厳しい状況であ

ることから、運用利回りの低下は避けられず、ひいては臨時積立の限

度額の設定や共済貯金の支払利率の見直しを検討しなければならない

ところでございます。 

（５）の貯金の種類、支払利率及び現況でございます。共済貯金の

区分は、定額積立貯金となります。その下、お預かりしております貯

金額は、１，４４５億４，４９５万円となりまして、令和４年度と比

べ約６３億８千万円増加してございます。例年３０億円程度の増額で

推移しておりましたが、短期組合員の加入により、令和４年度は約７

１億円の増、令和５年度は約６３億円の増となっており、特に短期組

合員の臨時積立額が増えたことによるものです。なお、関東のある県

では、短期組合員の臨時積立の影響により、令和６年度から、支払利

率を１．６％から１．０％に引き下げを行ったところもございます。

貯金者数は２１，２７１人で、次のページになりますが、１人当たり

の貯金額は６７９万円、組合員加入率は５８．３６％でございます。

支払利率につきましては、１．４４％でございます。また、預入限度

額は１人当たり３，０００万円としております。ちなみに、３，００

０万円を超える残高の方は任意継続組合員で６５名、一般組合員で９

５５名となっております。 

（６）利益剰余金の処分でございます。当期利益金の２億９，９９

９万円を貯金残高の増加による欠損金補てん積立金の積み増し分に全

額充当しましたが、なお不足分がありますので、積立金から取り崩し

充当しました。結果、１２１億９，２７７万円が積立金の残高となり

ます。以上が貯金経理でございます。 

続いて８の貸付経理。この経理では組合員が居住する住宅の取得や
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増改築を行う資金、生活必需品の購入、入学・修学資金の貸付を行っ

ております。 

（１）の収入は、４，４２６万円、ほとんどが貸付金の利息でござ

います。 

（２）の支出は、３，５５６万円、その内訳でございますが、職員

給与が１，９３７万円と資金借入先であります退職等年金預託金管理

経理への支払利息４７８万円、その他事務費等が１，１４０万円でご

ざいます。 

結果、（３）の収支は８７０万円の利益金となってございます。 

（４）の組合員貸付金の年度末残高でございますが、令和５年度末

の件数と金額はお示ししたとおりでございまして、右端の貸付利率で

運営しておりますので後ほどお読み取りください。貸付の現況でござ

いますが、普通貸付と特別貸付は伸びているものの、住宅貸付などの

利率は市中金融機関等と比べ高い水準にありますことから、貸付残高

および件数につきましては、年々減少傾向にございます。 

（５）利益剰余金の処分でございます。当期利益金が８７０万円と

なりまして、貸付残高の減少に伴う欠損金補てん積立金取り崩し額を

含め積み増しした結果、２８億２，３４０万円の積立金残高となって

ございます。以上が貸付経理でございます。 

ページを返していただきまして１２ページ、９物資経理でございま

す。この経理は当組合が契約する自動車販売店から自動車を購入する

際、代金を立替払いする経理でございます。 

（１）収入は１，９６４万円で、立替金返済時の利息と自動車販売

店からいただく手数料でございます。令和４年度と比べ物資事業利用

者が減りましたことから、９５万円の減となってございます。 

一方、（２）の支出は、令和４年度とほぼ同額の１，９０９万円

で、その内訳でございますが、人件費や資金借入先であります退職等

年金預託金管理経理への支払利息１，００６万円と事務費等でござい

ます。 

結果、（３）収支のとおり５４万円の利益金が生じております。 

物資立替金の年度末残高は（４）にございますとおり、件数では９

６６件、立替残高は１１億７，１３４万円、立替利率は１．５６％で

運営しております。 

（５）剰余金の処分でございます。当期利益金５４万円と、立替金

残高の減少による欠損金補てん積立金の取り崩し額を含めまして、１

億２，５５３万円の積立金残高となりました。以上が物資経理でござ

います。 

１０財形経理でございますが、地方公務員財産形成事業基本計画に

よりまして、全国連合会から割り当てられた資金を住宅新築資金とし

て組合員に貸付するための経理となります。貸付資金は全国連合会、

当組合では収入した利息等を全額、全国連合会に払い込みをしており

ます。金額が少額でありますので、説明は割愛いたします。以上が福

祉事業関係でございます。 

次の１３ページの、５の共済組合事業でございます。１１の業務経
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５番鈴木監事 

理、共済組合が行う事業のうち、主に医療保険と厚生年金に関する事

務に要する費用を賄う経理でございます。 

（１）の収入は４億７，１８１万円で、その内訳でございますが、

地方公共団体の負担金２億９，３１８万円と全国連合会からの交付金

１億２，３１１万円、短期経理からの繰入金５，５３４万円などでご

ざいます。 

（２）の支出は、４億７，１４４万円で、その主な内訳でございま

すが、職員給与２億５０２万円のほか、下から２番目の全国連合会に

払込みいたします事務費負担金１億２，９８０万円などでございま

す。 

結果、（３）の収支は３６万円の利益金が生じまして、（４）利益

剰余金の処分は、当期利益金３６万円を全額積み増ししたことにより

まして８億５，８０１万円の積立金残高となってございます。以上が

業務経理でございます。 

１２の退職等年金預託金管理経理、全国連合会が保有する退職等年

金給付組合積立金の一部を、当組合が資金預託を受け運用を行ってお

ります。 

（１）の収入は１，４８４万円、貸付経理と物資経理からの利息収

入となります。 

ページを返していただきまして１４ページでございます。（２）の

支出につきましては、全額を全国連合会に支払いしてございますの

で、（３）の収支はゼロとなります。 

（４）貸付の年度末残高は、貸付経理への貸付金が４億３，１１６

万円、物資経理への貸付金が１０億５０万円となってございます。以

上が退職等年金に預託金管理経理でございます。 

１３経過的長期預託金管理経理でございます。全国連合会が保有す

る経過的長期給付組合積立金の一部を、当組合が資金預託を受け運用

を行っております。運用は地方公共団体から引き受けます縁故地方債

により行っておりますが、令和５年度末で残り１銘柄であった縁故債

券が満期償還となりました。収入支出とも少額であることから詳細は

割愛いたします。以上、共済組合事業まで１３経理の令和５年度決算

の概要となります。なお、令和５年度の経理別収支及び利益剰余金一

覧につきまして、次のページにまとめてございますので後ほどお読み

取りください。以上でございます。ご審議いただきますようお願いい

たします。 

ただいま、議案第１号について、事務局より説明がありましたが、

皆様からご質問をお受けする前に、去る５月２４日に、監事さんによ

り監査を受けておりますので、監査の結果について、代表して鈴木監

事さんより、ご報告をお願いいたします。 

それでは、監査報告を申し上げます。組合定款第４３条の規定によ

り監査を行ったので、その結果を次のとおり報告いたします。一つ、

監査年月日、令和６年５月２４日。二つ、監査の対象となった期間

は、令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで。三つ、令和５年

４月１日から令和６年３月３１日までの各経理の財産の管理運用並び
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に関係帳簿及び証拠書類の内容確認をいたしました。四つ、監査の結

果の概況及び意見については、各経理とも法令に基づいて執行され、

証ひょう書類も完備しており、令和５年度の経理処理は適正であると

認めました。五つ、出納職員に対して直接注意した事項については、

特にございません。監事 鈴木定幸、古渡秀和、小谷隆亮、以上、ご

報告申し上げます。 

ありがとうございました。ただ今、鈴木監事さんより監査結果のご

報告がありましたが、ご質問等ございましたら、よろしくお願いいた

します。 

（質疑なし） 

無いようですので、議案第１号について、承認することに、ご異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり。） 

議案第１号「令和５年度本組合の決算（案）」について、原案のと

おり議決いたします。次に、報告第１号「預託金の運用状況につい

て」、事務局の報告を求めます。 

１７ページでございます。（２）報告第１号「預託金の運用状況に

ついて」でございます。全国市町村職員共済組合連合会が定める退職

等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金管理経理における預託金

運用に関する事務取扱要領に基づき、令和５年度の年間の運用状況に

ついて報告するものでございます。本日報告の理事長名でございま

す。                                               

ページを返していただきまして、１８ページでございます。預託金

の決算等については、先ほどご報告申し上げましたとおりでございま

すが、運用状況につきましては、その運用の透明性の確保の観点か

ら、全国市町村連合会の事務取扱要領に基づき共済組合のホームペー

ジ等に、公表することが義務付けられているところでございます。 

なお、公表資料につきましては、組合会の報告を経まして７月の第一

営業日にホームページに掲載し、公表することとなっているところで

ございます。 

それでは、公表する資料でございます。預託金管理経理は、「退職

等年金」と「経過的長期」の２つの経理がございます。地方公務員等

共済組合法施行令第１７条の２第１項第５号の規定に基づきまして、

全国市町村職員共済組合連合会が保有する年金積立金の一部を、全国

連合会から組合に預託され「組合員の福祉の増進又は、地方公共団体

の行政目的の実現に資するよう」本組合が管理・運用しているところ

でございます。 

まず、退職等年金預託金管理経理でございます。この経理は、主に

貸付経理と物資経理への資金の貸付を行っておりまして、令和５年度

末の保有資産は約１５億円となったところでございます。中段の表に

ありますとおり、貸付金が１４億３千２百万円で、全体の９７．５％

を占めている状況でございます。下段の合計欄の右にございます実現

収益率は、貸付金と短期資産を合わせまして０．９１％となってござ

います。 
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議 長 

次ページに移りまして、１９ページでございます。経過的長期預託

金管理経理でございます。この経理は、主に地方公共団体から引き受

けます縁故地方債で運用しているところでございます。決算でも申し

上げましたが、令和５年度末で残り１銘柄であった縁故債券が満期償

還となりましたので、償還元利金が短期資産として約２００万円保有

してございます。表の右側でございますが、国内債券が０円、短期資

産が２００万円となっており、合計欄の右端にございます「時間加重

収益率」につきましては、１．２２％となってございます。以上、預

託金の運用状況でございます。この内容にて、当組合ホームページ

へ、公表する予定でございます。預託金の運用状況は以上でございま

す。よろしくお願いします。 

報告第１号については、ただ今のとおりでございます。 

次に、その他といたしまして、事務局から報告をお願いします。

（飯田次長から「大洗鷗松亭の状況について」、矢野参事から「今後

の行事予定」の説明あり。） 

はい、ありがとうございました。以上について皆さんから、ご意

見、ご要望がございましたら、ご発言をお願いしたいと思います。 

２０ページで報告いただきました（３）の大洗鷗松亭の予約者数の

ことで、今日ではなくていいですが、前期と比較してどのように変化

したか、部屋数も変わっているし定員も変わっているから単純比較は

できないと思うが、いろいろな機会にリニューアルしてどれくらい増

えたのかという話が出ると思うので、利用率の確認をぜひお願いしま

す。 

承知いたしました。 

ありがとうございました。他にありますでしょうか。 

 

（７）閉 会 

議 長 はい、特に無いようですので、皆様のご協力に感謝を申し上げま

して、第１９９回組合会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 （時に、午後３時４８分） 

 

 

 

 

 

 




